
045 monthly Jica 2008 August monthly Jica 2008 August 044

投
資
・
貿
易
に
関
連
す
る
企
業
向
け

相
談
や
、
市
場
の
情
報
提
供
な
ど
を
通

じ
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
や
外
国
企

業
に
よ
る
対
日
投
資
促
進
、
そ
し
て
開

発
途
上
国
と
の
貿
易
取
引
拡
大
を
支
援

す
る
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）。

国
内
38
カ
所
・
海
外
73
カ
所
に
事
務
所

を
持
ち
（
2
0
0
8
年
6
月
現
在
）、
国

内
外
の
企
業
か
ら
の

相
談
は
年
間
約
6
万

件
に
上
る
。

特
に
途
上
国
に
対

し
て
は
、
持
続
可
能

な
経
済
発
展
に
つ
な

が
る
輸
出
産
業
の
開

拓
や
産
業
・
人
材
育

成
、
現
地
へ
の
海
外

直
接
投
資
を
促
す
各

種
関
連
制
度
の
整

備
・
改
善
に
力
を
入

れ
る
。
今
年
5
月
に

は
、
第
4
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I

C
A
D
IV
）
と
合
わ

せ
、
経
済
産
業
省
と

の
共
催
で
「
ア
フ
リ

カ
ン
・
フ
ェ
ア
2
0

0
8
」
を
開
催
。
ア

「
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
持
続
的
な
成
長
に

は
、
企
業
に
よ
る
直
接
投
資
・
貿
易
の

促
進
が
欠
か
せ
な
い
。
地
理
的
に
遠
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
の
高
い
ア

フ
リ
カ
へ
の
企
業
進
出
を
促
す
た
め
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要

だ
」
と
語
る
の
は
、

企
画
部
・
事
業
推
進

主
幹
の
村
橋
靖
之
さ

ん
。「
企
業
支
援
で

培
っ
て
き
た
ジ
ェ
ト

ロ
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
J
I
C
A
の
リ

ソ
ー
ス
・
ス
キ
ー
ム

と
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
、
途
上
国
の
産
業

育
成
や
貧
困
削
減
に

つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
」
と
、
J
I
C
A

と
の
連
携
を
強
化
し

た
い
考
え
だ
。

フ
リ
カ
産
品
の
展
示
や
観
光
資
源
の
紹

介
な
ど
を
通
じ
、
日
本
国
内
で
の
ア
フ

リ
カ
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、
ア
フ
リ
カ

の
対
日
輸
出
拡
大
に
努
め
た
。

ま
た
、
途
上
国
の
政
治
・
経
済
・
社

会
問
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
有
し
、
貧
困
削

減
へ
の
開
発
戦
略
を
国
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
途
上
国
の
研
究
者
を
受

け
入
れ
、
各
国
の
経
済
社
会
開
発
を
担

う
人
材
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

J
I
C
A
と
の
連
携
事
例
も
多
い
。

特
に
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
日
本
が

推
進
す
る
一
村
一
品
運
動
や
ガ
ー
ナ
の

シ
ア
バ
タ
ー
製
品
輸
出
で
は
、
J
I
C

A
に
よ
る
農
村
開
発
や
農
産
物
・
工
芸

品
の
製
品
化
支
援
と
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
産

業
育
成
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
が
連

携
し
、
特
徴
あ
る
製
品
の
開
発
と
日
本

市
場
へ
の
輸
出
販
売
が
実
現
し
た
。
ま

た
、
輸
出
振
興
セ
ン
タ
ー
設
立
を
目
指

し
て
J
I
C
A
が
エ
ジ
プ
ト
で
実
施
中

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
J

I
C
A
長
期
専
門
家
と
し
て
ジ
ェ
ト
ロ

の
役
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
輸
出
戦
略
の

策
定
や
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構

築
、
市
場
調
査
な
ど
へ
の
協
力
を
行
っ

て
い
る
。

企業の力を生かし
途上国の持続的成長を
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
で

企
業
の
投
資
を
促
進
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投
資
・
貿
易
支
援
を

国
内
外
で
展
開

長年、企業の海外展開などを支援してきた

日本貿易振興機構（ジェトロ）。企業の投資

を呼び込む環境づくりや日本との貿易拡大

への努力を通じ、開発途上国の持続的な経

済成長の実現を目指している。
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今年で3回目の開催となった「アフリカン･フェア2008」。40カ国が参加し、過去最多の約46,000
人の入場者を集めた

JICAの「エジプト輸出振興センタープロジェクト」
の一環で、ジェトロからハーブ・スパイス分野の
専門家が派遣され、対日輸出産品創出を目指す
ハーブ製品の商品開発指導が行われた

独立行政法人日本貿易振興機構
〒107-6006 東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル
TEL：03-3582-5511
URL：http://www.jetro.go.jp/indexj.html
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幅
広
い
業
務
を
経
験
し
た
。
そ
の
中
で

広
瀬
さ
ん
は
、「
教
育
や
医
療
な
ど
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
産
業
が
育
ち
経
済
が

活
性
化
し
な
い
と
人
々
の
生
活
向
上
や

国
の
成
長
は
難
し
い
」
こ
と
を
実
感
し
、

途
上
国
の
産
業
振
興
や
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
拡
大
さ
せ
る
企
業
の
役
割
に

関
心
を
抱
く
。「
休
日
、
所
長
の
声
掛
け

で
、
売
れ
る
製
品
や
輸
出
で
き
そ
う
な

も
の
を
探
し
求
め
、
現
地
の
シ
ア
バ
タ

ー
で
せ
っ
け
ん
作
り
を
試
し
た
り
、
バ

ナ
ナ
の
葉
で
紙
を
す
い
た
り
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
。

05
年
に
帰
国
し
、
企
画
・
調
整
部

（
現
企
画
部
）
に
配
属
後
は
、
業
務
以
外

で
も
民
間
企
業
出
身
の
同
僚
ら
と
と
も

に
企
業
連
携
に
関
す
る
勉
強
会
を
重
ね

た
。「
J
I
C
A
の
活
動
と
企
業
の
強
み

を
つ
な
げ
れ
ば
、
途
上
国
の
成
長
の
た

め
何
か
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」

と
い
う
思
い
が
原
動
力
と
な
っ
た
。

06
年
か
ら
、
貧
困
削
減
に
貢
献
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
と
そ
れ
を
促
進
す
る
企
業
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
、

業
務
の
傍
ら
公
民
連
携
専
攻
の
修
士
課

程
に
入
学
。
持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
仕
事

と
学
業
を
両
立
さ
せ
た
。
そ
の
調
査
研

究
で
訪
れ
た
イ
ン
ド
で
、
企
業
と
住
民

の
双
方
が
「w

in-w
in

」
と
な
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
見
た
。
農
家
か
ら
大
豆
な

ど
の
作
物
を
買
い
付
け
、
ス
ー
パ
ー
も

展
開
し
て
い
る
現
地
企
業
は
、
以
前
は

仲
介
業
者
に
作
物
を
買
い
た
た
か
れ
て

い
た
生
産
者
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

接
続
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
提
供
。

彼
ら
が
国
際
相
場
を
確
認
し
て
産
品
を

売
る
の
に
適
切
な
価
格
や
時
期
を
判
断

し
、
適
正
な
報
酬
を
得
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
た
。「
貧
困
が
解
消
さ
れ
彼
ら

が
良
い
消
費
者
に
な
れ
ば
、
私
た
ち
の

商
品
を
買
っ
て
く
れ
る
。
ま
た
私
た
ち

に
と
っ
て
も
、
農
家
と
直
接
取
引
で
き
、

購
入
す
る
大
豆
の
質
や
量
も
向
上
し
た
。

こ
れ
は
長
期
的
な
投
資
で
も
あ
る
の
だ
」

と
の
企
業
担
当
者
の
言
葉
。「
ビ
ジ
ネ
ス

と
貧
困
削
減
は
両
立
す

る
」。
大
き
な
自
信
を
得

た
。「

そ
も
そ
も
、
援
助
だ

け
で
途
上
国
の
課
題
を
解

決
で
き
る
と
思
う
こ
と
自

体
が
傲
慢

ご
う
ま
ん

で
す
よ
ね
。
日

本
で
も
、
戦
後
の
貧
し
い

状
況
の
中
で
も
社
会
に
良

い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と

努
め
た
企
業
の
働
き
が
、

発
展
を
大
き
く
後
押
し
し

ま
し
た
。
現
場
を
知
る
J

I
C
A
と
、
技
術
と
知
恵

と
経
験
を
持
つ
企
業
と
が

本
当
の
意
味
で
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
途
上
国
で
何

が
で
き
る
か
、
共
に
考
え
て
い
き
た
い
」

07
年
12
月
、
内
部
で
部
署
横
断
的
に

立
ち
上
が
っ
た
「
官
民
連
携
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
」
の
一
員
と
な
っ
た
広
瀬
さ
ん
。

今
年
10
月
に
発
足
す
る
新
J
I
C
A
の

企
業
連
携
の
在
り
方
を
探
る
た
め
、
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
や
新
制
度
の
検
討

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
6

月
に
ア
フ
リ
カ
部
に
異
動
し
、
実
際
に

企
業
と
の
連
携
事
例
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
エ
チ
オ
ピ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
企
業
連
携
が
今

ま
さ
に
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
ア
フ
リ
カ

を
舞
台
に
、
広
瀬
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
探

求
し
て
き
た
研
究
の
成
果
が
花
開
く
日

も
近
そ
う
だ
。

仕
事
の
傍
ら

大
学
院
で
勉
強
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広瀬恵美さん
Hirose Megumi

JICAアフリカ部職員

政府開発援助（ODA）と企業の連携が注目される以前
から、このテーマに関心を抱き独自に学んできた広瀬
恵美さん。JICAと企業とが真のパートナーとなり、開
発途上国の成長を実現させたいと考えている。
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ガ
ー
ナ
で
企
業
の

役
割
に
関
心
を
抱
く

広
瀬
恵
美
さ
ん
が
、
途
上
国
に
か
か

わ
る
仕
事
に
就
こ
う
と
漠
然
と
考
え
始

め
た
の
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
当
時
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど

の
飢
餓
の
惨
状
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
総
合
政
策
を
学
ん
だ
大
学

時
代
に
ゼ
ミ
の
視
察
旅
行
で
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
タ
イ
を
訪
れ
、
J
I
C
A
の

技
術
協
力
現
場
や
職
員
の
働
き
ぶ
り
に

強
い
印
象
を
受
け
、
卒
業
後
、
J
I
C

A
に
就
職
し
た
。

2
0
0
1
年
に
ガ
ー
ナ
事
務
所
へ
赴

任
す
る
が
、
当
時
は
職
員
も
少
な
く
、

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「研究の成果を企業との
連携に生かしたい」

インドでの調査研究で現地農家を訪ねた広瀬さん（右）。「ビジネスと社会開
発を両立させる企業の活動事例から、多くのヒントを得た」
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J
I
C
A
が
1
9
9
9
年
か
ら
、
学

識
経
験
者
や
実
務
家
の
協
力
を
得
な
が

ら
起
草
・
立
法
化
支
援
を
行
っ
て
き
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
民
法
・
民
事
訴
訟
法
を
広

報
す
る
国
家
会
議
が
、
6
月
17
日
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
フ
ン
・
セ
ン
首
相
、
ア
ン
・

ヴ
ォ
ン
・
ワ
ッ
タ
ナ
司
法
大
臣
、
全
国

各
地
の
判
事
・
検
察
官
、
同
国
の
法
整

備
に
か
か
わ
る
援
助
機
関
関
係
者
な
ど

約
3
0
0
人
が
出
席
。
日
本
か
ら
は
篠

原
勝
弘
・
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
、
米
田

一
弘
・
J
I
C
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所

長
の
ほ
か
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
法
整
備
支
援

民
法
作
業
部
会
長
の
森も

り

嶌し
ま

昭
夫
・
N
P

O
法
人
日
本
気
候
政
策
セ
ン
タ
ー
理
事

長
が
出
席
し
記
念
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
民
事
訴
訟
法
作
業
部
会
長
の
竹

下
守
夫
・
駿
河
台
大
学
総
長
が
記
念
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

民
事
訴
訟
法
は
2
0
0
6
年
7
月
に

公
布
後
、
1
年
間
の
普
及
期
間
を
経
て

07
年
7
月
か
ら
全
国
で
適
用
、
民
法
は

07
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
。
J
I
C
A

は
現
在
、
司
法
省
の
自
立
に
向
け
、
両

法
の
運
用
に
必
要
な
付
属
法
令
の
起

草
・
立
法
化
や
組
織
強
化
の
ほ
か
、
法

曹
人
材
の
育
成
も
支
援
し
て
い
る
。

J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
は
（
社
）
日

本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
と
共
催
で
、

企
業
と
国
際
協
力
N
G
O
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
企
画
提
案
コ
ン
ペ
を
9
月
18
日
に

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
地
球
ひ
ろ
ば
が
、

N
G
O
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
を
通
じ
、

団
体
の
組
織
強
化
を
支
援
す
る
「
組
織

力
ア
ッ
プ
！
N
G
O
人
材
育
成
研
修
」

の
最
終
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
約
1
年
間
の
研
修
を
通
じ
て
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
22
団
体
か
ら
希
望
を

募
っ
た
結
果
、
6
団
体
が
企
業
向
け
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
企
業
の
社

会
貢
献
の
取
り
組
み
の
推
進
を
目
的
に

セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
日

本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
の
定
例
セ
ミ

ナ
ー
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
企

業
と
N
G
O
が
互
い
に
望
ま
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
よ
り
効
果
的
な
国

際
協
力
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
J
I

C
A
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

地
球
ひ
ろ
ば
N
G
O
連
携
課
　

T
E
L

0
3-

3
4
0
0-

9
9
3
4

U
R
L

h
ttp
://w
w
w
.jica

.g
o
.jp
/

hiroba/ngonpo/ngo_
jica/kensyu/ind

ex.htm
l

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
つ
な
ぐ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
企
業
の
輪
！

〜
企
画
提
案
コ
ン
ペ
の
開
催

緒
方
貞
子
理
事
長
は
6
月
2
〜
13
日
、

南
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ル
ワ
ン
ダ

を
訪
問
し
、
5
月
下
旬
に
横
浜
で
開
催

さ
れ
た
第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
の

成
果
を
、
ア
フ
リ
カ
や
世
界
の
指
導

者
・
有
識
者
に
対
し
て
発
信
し
た
。

ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
時
代
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
問
題
解
決

へ
の
努
力
と
J
I
C
A
の
復
興
・
開
発

支
援
が
評
価
さ
れ
、
ル
ワ
ン
ダ
国
立
大

学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。

記
念
式
典
に
は
、
教
育
大
臣
を
は
じ
め

政
府
関
係
者
、
大
学
関
係
者
、
多
数
の

学
生
な
ど
約
8
0
0
人
が
出
席
。
理
事

長
は
記
念
ス
ピ
ー
チ
で
、
ル
ワ
ン
ダ
が

内
戦
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
難
民
と
い
っ

た
辛
い
経
験
を
乗
り
越
え
た
こ
と
の
喜

び
と
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待

を
述
べ
、
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
同
国
政
府
の
推
進
す
る
科
学
技

術
立
国
構

想
を
、
J

I
C
A
と

し
て
引
き

続
き
支
援

す
る
こ
と

を
表
明
し

た
。

日
伯
交
流
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て

6
月
14
〜
16
日
、
経
済
、
科
学
お
よ
び

最
先
端
技
術
分
野
に
関
す
る
「
日
伯
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
0
8
」
が
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
エ
リ
ス
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
最
終
日
を
飾
る
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
J
I
C
A
・
国
際
協

力
庁
・
日
伯
研
究
者
協
会
主
催
に
よ
る

「
技
術
協
力
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
た
。

J
I
C
A
の
松
本
有
幸
理
事
が
こ
れ

ま
で
の
協
力
実
績
を
紹
介
し
、
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
位
置
付
け
や
、

気
候
変
動
対
策
協
力
の
展
望
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
J
B
P
P
）
に

関
す
る
技
術
協
力
や
、
そ
の
一
環
で
ア

ン
ゴ
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
心
臓
病
院
の
谷
田
リ
ツ
コ
婦
長
の
活

動
、
環
境
・
再
生
可
能
天
然
資
源
院
と

連
邦
警
察
に
よ
る
森
林
違
法
伐
採
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
基
礎

衛
生
公
社
に
よ
る
無
収
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
関
係
者
が
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

日
伯
研
究
者
協
会
の
仁
井
山
進
会
長

は「
今
後
も
J
I
C
A
と
協
力
し
中
南
米

や
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ
の
南
南
協
力
を
続
け

た
い
」
と
最
後
の
あ
い
さ
つ
を
結
ん
だ
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

カ
ン
ボ
ジ
ア
民
法
・

民
事
訴
訟
法
広
報
の

た
め
の
国
家
会
議
開
催

緒
方
理
事
長
、

ル
ワ
ン
ダ
国
立
大
学
か
ら

名
誉
博
士
号
を
授
与

日
伯
交
流
１
０
０
周
年
記
念

「
技
術
協
力
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

教育大臣（左）と名誉博士号授与式
に向かう理事長
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